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1. はじめに 

水深 200m 以深から汲み上げられる海洋深層

水は清浄かつ性質が安定していることから、含

有資源が様々な商品に利用されている。近年は

深層水に含まれているミネラルが着目され、こ

れまでに多くの研究によって血中脂肪の減少、

アレルギー反応や胃潰瘍症状の軽減効果が確

認された。医学的に高濃度のマグネシウム摂取

はピロリ菌(Helicobacter pylori)の感染を防

ぎ、胃潰瘍や胃食道逆流の症状を改善すること

が知られ、深層水から製造したマグネシウムイ

オンが多く含まれた飲料水にも同様の効果が

あると報告されている。しかし、本研究チーム

は加熱滅菌した深層水由来の飲料水では上記

の効果が確認されなかったことから、熱によっ

て変性しやすい物質が関与する可能性を発見

した。そこで、本研究では海洋深層水中に含ま

れている溶存態有機物に着目して、それによる

ピロリ菌感染を原因とする胃潰瘍症状の改善

効果について調べた。 

2. 材料と方法 

本研究では台湾花蓮県沖、約 600m 深から汲

水した海洋深層水原水を減圧濃縮や電気透析

などの方法を用いて、硬度の異なる試料水を調

製し、さらに無処理、ろ過滅菌、加熱滅菌やエ

チレンジアミン四酢酸(EDTA)添加処理したも

のを実験に供した。試料水の調製は減圧濃縮の

場合、海洋深層水原水を減圧濃縮して、途中で

生成する固体物を取り除いて濃縮液を得、それ

に逆浸透水を使って必要な硬度に調整して実

験に提供した。電気透析法の場合は硫酸、ナト

リウム、塩素などのイオンを取り除いたものに

逆浸透水を使って必要な硬度に調整した。上記

試料水を用いて、ピロリ菌増殖実験、細胞実験

(in vitro)、動物実験(in vivo)および臨床実

験を行い、胃損傷への試料水の影響を調べた。

細胞実験は AGS 細胞、動物実験は BALB/c マウ

スを用い、臨床実験は実際にピロリ菌の感染が

確認されている患者で行った。なお、全ての試

料水は液体クロマトグラフィー質量分析計を

用いて分析した。 

3. 結果と考察 

実験の結果、海洋深層水試料水はピロリ菌に

起因するアポトーシス、オートファージやピロ

トーシスに影響するだけでなく、細胞実験、動

物実験および臨床実験でもピロリ菌の増殖抑

制の効果が確認された。ろ過滅菌、EDTA 処理

および加熱滅菌していない試料水で調製した

羊血プレートを用いて、胃疾患を持つ患者から

分離した 10 株のピロリ菌の培養実験を行った

結果、全ての株で増殖抑制効果が認められた。

一方で、加熱滅菌処理と塩化マグネシウム溶液

ではピロリ菌の増殖は抑制されなかった。AGS

細胞実験およびマウスの胃組織の検査ではピ

ロリ菌感染はカスパーゼ-3 誘発のアポトーシ

スとカスパーゼ-1/IL-1β 媒介のピロトーシ

スを活性化させ、LC3 II 制御のオートファー

ジを減少させることが発見された。マウスによ

る硬度が 2,400mg/L の試料水の経口摂取実験

で、除菌率が増加し、ピロリ菌の感染率が低減

した。加えて、ピロリ菌に感染したマウスの胃

粘膜において、酸化ストレス、3NT、4HNE、CD68、

ピロトーシス、およびアポトーシスの増加が見

られたが、オートファージが減少した。さらに

試料水を 14 日間摂取した後、ピロリ菌に感染

したマウスとヒトともピロリ菌が根絶した。効

果が認められた以上の試料水を液体クロマト

グラフィー質量分析計で分析した結果、熱、酸

や空気との接触によって変性する性質を持つ、

m/z値が 1,070の有機物が同定された。同有機

物がピロリ菌増殖抑制に関与する可能性が高

いことが示唆された。今後は更に研究を展開し、

新薬としての応用が期待される。 
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